
「大学院受験を検討中の方へ」 

 

大学院博士課程前期・後期の受験を検討中の方は、かならず以下①～④のステップを踏んでから

出願して下さい。 

① 本学の応募要領をよくお読み下さい。 

② 修了に必要な単位数、今年度の講義・演習の開講時間などをチェックし、特に社会人大学院

生を希望する方は、仕事との両立が時間的に可能かどうかも検討して下さい。（ただし、開講

時間は年度で変更の可能性はあります。） 

③ 当領域のホームページをご覧頂き、研究内容などを確認して下さい。不明な点があれば、気

軽にお問い合わせ下さい。 

④ 出願希望者とは学位論文研究計画について事前面談しています。入試説明会（2016年 7月 23

日）に参加するか、出願前に研究室にお越し下さい。 

⑤ 上述の面談の際、領域の勉強会参加をお勧めしています。教員や他の学生の研究内容や勉強

会の雰囲気から自分が学ぶ場として適切かよく吟味してから出願して下さい。 

 

出願に当たっての注意事項 

 （学修量を時間で測るのはあまり論理的とは言えませんが）大よその判断として、講義・演

習時間を含めて学修に週 35 時間程度（通常履修に換算して）を割けないと、修了は難しい

という印象です。社会人大学院生を希望する方は、職場ともこの点をよく相談してから出願

して下さい。特に専従の職に就いている方については、職務の調整が付くまで出願の延期を

お勧めすることもあります。 

 専従の職に就いている方には、フィールド調査をお勧めしていません。ただし、職場との協

働での調査ができる（業務の一環として調査ができる）場合、1 年間程度の休職ができる場

合はその限りではありませんのでご相談下さい。その際は出願希望者、職場の方、教員の 3

者で事前に面談を持たせていただくこともあります。 

 専従の職に就いている方には、海外でのフィールド調査は控えていただいています。また、

それ以外の方でも、海外での調査に関しては、対象者や現地協力機関との協働可能性を含め、

調査実施可能性について、国内での調査以上に厳しく考えて指導しています。 

博士課程後期に出願の方は上記に加えて以下の点も考慮して下さい。 

 研究科としての修了条件ではありませんが、領域の研究内容の特徴上、英文で発表できる・

したい人が望ましいと考えています。 

 領域の勉強会などにおいてファシリテーターとなることが期待されます。日本語はもちろん、

英語でも積極的に議論したいという意気込みのある人が望ましいと考えています。 

（アカデミックライティングにはある程度のレベルが必要ですが、会話はブロークンでも構

いません。教員 2名を含めて、現時点で領域のメンバーに帰国子女などの流暢な人はいませ

んし、当領域の学術交流はアジアを中心に non-nativeの方々ですからご安心下さい。） 


